
 

○
労
働
契
約
法
（
平
成
十
九
年
法
律
第
百
二
十
八
号
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
） 

改 

正 

案 

現 
 

 

行 

 

（
労
働
契
約
の
原
則
） 

第
三
条 

〔
略
〕 

２ 

労
働
契
約
は
、
労
働
者
及
び
使
用
者
が
、
労
働
者
の
職
務
の
価
値
の
適
正

な
評
価
を
踏
ま
え
、
均
衡
を
考
慮
し
つ
つ
締
結
し
、
又
は
変
更
す
べ
き
も
の

と
す
る
。 

３
～
５ 

〔
略
〕 

 

 

（
労
働
契
約
の
原
則
） 

第
三
条 

〔
同
上
〕 

２ 

労
働
契
約
は
、
労
働
者
及
び
使
用
者
が
、
就
業
の
実
態
に
応
じ
て
、
均
衡

を
考
慮
し
つ
つ
締
結
し
、
又
は
変
更
す
べ
き
も
の
と
す
る
。 

 

３
～
５ 

〔
同
上
〕 

 
 

 

  


